
全校
ぜんこう

朝会
ちょうかい

でのお話
はな

し 

「おにのこのおくりもの」というお話です。 

おにのこはお空
そら

のくもの上でと

てもなやんでいました。「節分
せつぶん

の

日はみんなにまめをまかれてだ

いきらいなんだ。ほんとはみんな

といっしょに、まめをまきたいのに。」     

しくしくないていると、雲
く も

はどんどん真
ま

っ黒
く ろ

の雨雲
あまぐも

となって雨粒
あまつぶ

をみんなの町
まち

にふらせてしまいました。真っ黒な雨雲はカミナリグモにもなり、ピカピカどん

どんとみんなの町
ちょう

に矢
や

のように降
ふ

ってきました。 

「おにのこさん、みんなこまっているよ！」と、お空
そら

の上のお日
ひ

様
さま

が言いま

した。お日様にいわれて、泣
な

き止
や

んだおにのこさんは、雲のしたをみてび

っくり。「あれ、たいへんだ。みんな、こまっている。どうしよう。どうしよう。」

「お日様どうしたらいいかおしえてください。」とおにのこはいいました。

するとお日様は、「雲の工場
こうじょう

でみんな

がよろこぶものをふらしたらどう？」と

いいました。おにのこは、みんながよろ

こぶものといえば、、、「ゆきかな？」

「にじかな？」うーーんとかんがえ、「そうだ、まめをこがして、こなにして、

油とミルクを入れて・・・ 

みんながすきなものにして、ふらしてみようかな」と。おひさまは、それはいいかんがえとおにのこににっこりと

ほほえみました。節分の日に、おにのこはみんなにおそらからプレゼントをふらしました。それをもらったこども

たちは、おおよろこび。ひとつぶたべて、とてもおいしいといってわらっています。おそらのうえで、おにのこは

にこにこです。おにのこはなにをつくったのかはみなさんのそうぞうにまかせます。 

このお話は、こわいおにばかりではなく、やさしいおにもいるよと視野を広げてもらいたくて作り

ました。それを気づかせてくれたのは、掲示板のこの詩です。 

    「みちしるべ」       

松本 春野 作 

    だいずがみちにおちています 

    ぽつんぽつんとおちています 

    たどっていってみえたのは 

    なみだをうかべたおにでした 

    これはかなしいみちしるべ 

                      せつぶんのひの みちしるべ 


